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接頭辞 RE の本質的機能
── retrouver の場合──
佐々木 香 理
はじめに
本稿は，接頭辞 RE（1）の本質的機能を解明する研究の一環である。RE は，
反復（itération）を表すことが本質的な機能であり，付加される動詞の意味特
性や文脈に応じて様々な価値を担うとされることが多い。しかし，フランス語
の使用実態を観察すると，そのような記述は不十分であることが分かる。ま
た，先行研究の対象は具体的な行為を表す動詞にほぼ限られており，認知動
詞（2）はほとんど論じられていない。
そこで，本稿では，使用頻度が高い認知動詞 retrouver を取り上げ，発話例
の分析（3）を通して発話操作を明らかにすることをめざす。以下では，〈X
retrouver Y〉と〈X se retrouver Z〉の形式の発話を考察対象とする。
1．X retrouver Y
辞書の記述によると〈X retrouver Y〉の Y は，多くの場合，別れたり見失
ったりした人または失ったものや状態で，そうした Y を X が見出すことを述
べる際に retrouver を用いるようだ。例えば，（1 a）のように，交流の途絶えて
いた父親と再会すること，（1 b）のように，失業者が仕事を見つけること，（1
c）のように，道に迷った人物が再び自分の進むべき道を見つけること，さら
に（1 d）のように，経済的・政治的危機によって安定を失った国が再び均衡
を取り戻すといったことを述べる例が挙げられる。
３１
（1） a. Freddy,（. . .）, quitte sa petite amie enceinte pour retrouver un père
qu’il n’a plus revu depuis son enfance.（Le Point, 25/5/2001）
b. Un chômeur sur deux retrouve du travail dans les six mois suivant son
inscription.（Le Point, 16/6/2000）
c. Sally se perd, puis retrouve son chemin .
（MUNRO, A. 2013, Trop de bonheur）
d. La Roumanie tente de retrouver son équilibre après une année de crise
économique et politique.（Le Monde, 29/12/2009）
そして，Y は calme, esprits, souffle, liberté, voix, usage（de la parole）といっ
た X に本来備わっているはずのもの，つまり見出されるべきものである場合
もある。
（2） a.（. . .）, elle va retrouver son calme quand elle sera restée seule allongée
un moment. Elle était seulement un peu nerveuse.
（MURAKAMI, H. La Ballade de l’impossible）
b. Quand j’ai retrouvé l’usage de la parole, c’était comme si toute la
famille sortait enfin d’une longue nuit blanche.
（YOSHIMOTO, B. 1990, N・P）
以上のことから，Y は「元は見出された（ていた）もの」や「本来見出さ
れるもの」であることが確認できた。今回使用したコーパス（4）では trouver と
retrouver の Y として以下のものが認められた。Y が不定名詞句か定名詞句か
に応じて分け，使用例全体に占める割合をかっこ内の数字で示す。
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ところで，次の例のように，Y が別れたり失ったりした人やものではない
場合でも retrouver を用いることがある。（3 a）は，設計会社を経営している
X が親友であり共同経営者である Paul に初めて出会ったときの状況が語られ
ている。（3 b）では，発話者 Camille Werner の自宅に，彼女と同姓同名の女性
に宛てて書かれたと思われる手紙が数週間前から届くようになった。そして，
その手紙の真の受取人である Camille Werner を見つけることを述べる際に
retrouver を用いている。さらに（3 c）は，大学の友人が約束の場所に現れな
かったため，その友人の連絡先を大学の事務に問い合わせに行く場面である。
発話者が名簿に友人の名前を見つけるのは初めてのことである。
（3） a. Bardé de diplômes, il entra chez Miller, architecte designer réputé de la
ville, y fit ses deux années de stage, travailla à mi-temps au MOMA.
C’est là qu’il y retrouva Paul, son futur associé, avec lequel il créa
deux ans plus tard un atelier d’architecture.
（LEVY, M. 2003, Si c’était vrai . . .）
b. Ces lettres avaient certainement une importance pour quelqu’un, il devait
exister, quelque part à Paris, une autre Camille Werner qui les attendait.
C’était elle qu’il me fallait retrouver .
（GRÉMILLON, H. 2010, Le confident）
c. Après le cours, je me rendis au secrétariat pour vérifier les registres
trouver retrouver
不定 定 total 不定 定 total
moyen 601（61） 375（39） 976 chemin 0 227（100） 227
solution 354（80） 89（20） 443 trace 0 193（100） 193
place 142（46） 169（54） 311 calme 2（1） 151（99） 153
endroit 256（83） 54（17） 310 équilibre 10（7） 134（93） 144
sommeil 0 236（100） 236 place 0 84（100） 84
chemin 34（15） 200（85） 234 esprits 0 79（100） 79
réponse 78（43） 105（57） 183 souffle 1（1） 77（99） 78
travail 175（99） 2（1） 177 liberté 1（1） 69（99） 70
homme 82（58） 60（42） 142 voix 2（3） 68（97） 70
porte 48（37） 81（63） 129 usage 0 61（100） 61
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d’inscription et retrouvai son nom dans la liste des inscrits au cours
«Histoire du théâtre II».（MURAKAMI, H. La Ballade impossible）
いずれの例においても，発話者は X が Y を見出す前に Y の存在を認めて
いることがまず指摘できるだろう。（3 a）は，出会いについて語られる場面よ
り前から物語の中で Paul は X の友人として登場している。次の（3 b）では，
“il devait exister, quelque part à Paris, une autre Camille Werner”という語りか
ら，手紙を渡すべき同姓同名の Camille Werner の存在を前提としていること
がわかる。さらに（3 c）に関しても，大学の友人の名前が大学の名簿に記載
されていることは当然であろう。そして，Y は「見出されるべきもの」とし
て発話者が判断していると言える。つまり，Paul が将来パートナーとなる事
実を踏まえれば，X は Paul に会うべくして会ったのである。そして，誤って
届いた手紙を渡すためには，Camille Werner を見つけなければならない。さら
に，友人の連絡先を知るためには，（名簿上で）友人の名前を見つけなければ
ならない。
以上のことから，retrouver を用いる場合，発話者は X が Y を見出す時点よ
り前に，「元は見出された（ていた）もの」や「本来見出されるもの」，さらに
「見出されるべきもの」として Y を構築していることがわかる。Y の存在を前
提としていることは，上に挙げた表から確認できるように，trouver と違って
retrouver の Y が定名詞句で表現されることが多いことからも裏付けられる。
一方，Y について上のような価値付けをせずに，X が Y を見出すことのみ
を伝えようとする場合は trouver を用いる。
（4） a. Selon le quotidien britannique, 92％ de ses élèves trouvent un emploi
trois mois après le diplôme.（Le Monde, 17/6/2009）
b. Suis-moi comme mon ombre! Tu dois mettre tes pieds et tes mains aux
mêmes endroits que moi. Je trouverai un chemin aisé pour faciliter ton
escalade.（PERRO, B. 2010, Amos Dragon）
c. Au lieu de pénaliser les femmes parce qu’elles ont des enfants, nous
devons les aider à trouver un équilibre entre la vie de famille et la vie
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professionnelle.（Le Monde, 22/10/2010）
2．X se retrouver Z
X と Y が同一である場合は，Y を se で表し X がいる場所や状況を表す Z
を添えて〈X se retrouver Z〉という形式の発話を構成する。この構文は，ま
ず，X が元の場所や状況にいることを述べる場合に用いることがある。例え
ば，（5 a）のように植物園の入場客が元いた場所である植物園の外に出るこ
と，（5 b）のようにバスケット選手が高校の最終学年を終えたあと選手生活に
戻ることが se retrouver で表されている。
（5） a. Le jardin ferme à 18 heures. Il leur reste quelques minutes avant de se
retrouver dehors .（BUSSI, M. 2013, Ne lâche pas ma main）
b.（Ornella Bankolé が休養宣言の中で）
À la rentrée en septembre, je vais faire ma dernière année à l’Insep et
passer mon Bac. Après, si tout se passe bien, je vais me retrouver dans
un club .（Lyonne. fr, 31/7/2014）
また，Z が X のいた元の場所や状況でない場合でも se retrouver を用いるこ
とがある。次の例では，妻が行方不明になり，父親（Martial）が娘と二人きり
になってしまったことが語られている。父親にとって，娘と二人きりになるこ
とは初めてであるが se retrouver が用いられている。
（6） À vrai dire, Martial n’a aucun repère, c’est la première fois qu’il se
retrouve seul avec elle .（BUSSI, M. 2013, Ne lâche pas ma main）
こうした se retrouver が用いられる状況・文脈について，小熊（1991）は次
のように述べている：
この種の se retrouver に共通する特徴は，「突然」そうなった感じがするこ
と（Je ne sais pas pourquoi, mais . . ./comme par hasard）である。（…）そう
いう状態になったという状態変化と，その変化に対して話者の抱くある種
の感慨が，どうやらこの種の se retrouver の使用条件になるらしい。（…）
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rechercher や repousser とは異なり，動作の意図はむしろないのだが，やは
りもはや後戻りは不可能な状態が「完遂」されてしまっている点に共通点
が探れるのではないかと考えられる。（小熊 1991 : 129）
確かに，実例を観察すると，突然であることを表す表現 brusquement,
brutalement, soudain, soudainement, tout à coup などと共起し，発話者が驚きや
戸惑いなどの感情を抱いていることを述べる際に se retrouver を用いることが
わかる。しかし，se trouver がそのような状況・文脈で用いられている例が認
められることから，上の指摘は se retrouver だけに限ったものとは言えない。
（7） a. Athènes me fascinait moins. Je ne peux pas dire que je ne connais pas la
ville, ni non plus que je la connais bien.（. . .）Je me suis trouvé un jour
sur la colline Stréphi en croyant que j’étais sur la Licabette.
（ALEXAKIS, V. 1995, La langue maternelle）
b.（大学を休学するため，仕送りの額が減らされることになり）
Brusquement, je me trouvais confronté au problème crucial de gagner
ma vie .（MURAKAMI, H. 1998, La Fenêtre）
実例の観察や先行研究の指摘によると，se retrouver を選択する際の Z は
「X がいた元の場所や状況」または「X にとって予期せぬ場所や状況」である
ようだ。両者は一見すると両立し得ない関係にあるにも関わらず，なぜ同じ動
詞がこのように異なった性格の Z を従え得るのかという疑問が生じる。
結論を先取りして述べると，se retrouver の場合，発話者は Z を X の真のあ
り方と判断しているが（5），そのように判断する際に別のなんらかのあり方を踏
まえている。それが，両者の共通点である。
以下では，Z が前置詞句や形容詞で表現されている使用頻度の高い例を分析
して，この仮説の妥当性を検証する。そして，上で見た，突発性を表す表現と
親和性が高いことや，発話者の抱く感慨を示す文脈で用いられやすい要因を再
検討する。そして，最後に se retrouver を用いる際に話題にするあり方は，X
の真のあり方であると発話者が判断しているものであるという仮説を補強する
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ために，否定文の発話を考察する。
まず，Z が前置詞句で表現される例を見てみよう。実例を観察すると，上で
見た通り，X が予期せぬ場所にいることを述べる場合に se retrouver を用いる
傾向にあることが確認できる。例えば（8 a）は男性と二人きりの食事を期待
していた発話者が，実際は他の多数の客たちとの食事であったという話であ
る。次の（8 b）では，簡素な外観のホテルの内部に一歩足を踏み入れれば，
映画のセットのような装飾が施された高級ホテルの中にいたことが述べられて
いる。さらに（8 c）では，砂漠に赴任するという予想に反し，実際の赴任先
は雪深い高地であったという例である。
（8） a. Il a dû repartir avant le petit matin. Et il m’a invitée à le rejoindre au
moment du déjeuner. Un peu naïvement, j’espérais un tête-à-tête avec
lui. Mais évidemment je me suis retrouvée à une table au milieu d’une
vingtaine d’autres convives .（Elle, 7/12/2012）
b. Vu de l’extérieur, l’Hôtel des Tilleuls avait ce cachet modeste qui
n’inspire que les vagabonds et les touristes en sac à dos. Mais dès qu’on
passait le seuil, on se retrouvait dans un petit palace laissé à l’abandon
malgré ses heures de gloire. Des boiseries, du velours rouge, un escalier
à double révolution soutenu par des atlantes, bref, un vrai décor de
cinéma.（BENACQUISTA, T. 2001, Tout à l’ego）
c. Dans sa valise, quelques chemisettes. Bien qu’en hiver, il s’attend à
arriver en plein désert. Or, il se retrouve dans les montagnes des Aurès
à plus de 1600 m d’altitude. Dix centimètres de neige couvrent le sol.
（Midi Libre, 15/5/2012）
さらに，X が予期せぬ状況にあることが述べられている例を見てみよう。
（9 a）では，発話者はサッカーリーグ 5部から始めるものと考えていた。しか
し実際は，サッカーリーグ 1部でプレーすることになったという話である。（9
b）では，中等教育教員資格者であり，20年間高校で教えた経験があるにも関
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わらず，パートタイムで教えることになってしまった現状を述べている。さら
に，（9 c）は，給与の 50％に相当する年金を受け取れるはずだった人物が，
実際は 24％相当の額しか受給できていないことが述べられている。
（9） a. Je devais commencer avec la CFA2 et, au bout d’une semaine, je me
suis retrouvé avec la L 1, raconte-t-il.（France Football, 11/5/2012）
b. Je suis professeure d’allemand certifiée et j’enseigne cette langue depuis
vingt ans au lycée privé de la chambre de commerce et d’industrie de
Nîmes, en classes de BTS. Or je me retrouve, en cette année scolaire
2004−2005, avec un temps partiel non souhaité et ce en dépit de mon
célibat .（Libération, 7/10/2004）
c. （ . . .）, il pensait achever sa vie confortablement. Selon les normes
soviétiques, il aurait dû toucher une retraite équivalente à 50％ de son
salaire : il se retrouve aujourd’hui avec 110 euros par mois（soit 24
％）. . .（Le Monde, 31/3/2009）
次に，Z が形容詞で表される場合を考察する。実例を観察すると，Z は
accusé, bloqué, coincé, enfermé, isolé, piégé, prisonnier, privé といったほぼ全てが
過去分詞（または，過去分詞から作られた形容詞）である（6）。これらの過去分
詞はそれぞれの動詞が表す事行の結果状態を表している。そして，X が現実
に立ち会っている結果状態を予期せぬ状況として述べているのである。例え
ば，次の例のような，大雪や銃撃戦に巻き込まれ立ち往生することを述べる場
合が挙げられる。
（10）a. A la suite d’une tempête de neige, divers personnages se retrouvent
bloqués sur une route suisse, dans les Grisons.（Le Monde, 17/1/1997）
b. A 16 ans, il se retrouve coincé au milieu d’une fusillade entre des
policiers et des braqueurs.（Le Point, 6/10/2000）
また，trouver と共通して従える Z として confronté, enceinte, seul を挙げる
ことができるが，上の例と同様，X が予期せぬ状況にあることを述べる場合
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に se retrouver が選択されることがわかる。例えば（11 a）では，関係詞節の
内容からも分かるように，経営者たちは重大な危機に対して準備が出来ていな
い。そして，（11 b）のように，行きずりの恋で妊娠したことや（11 c）のよう
に妻が行方不明になり，父親が娘と二人きりになってしまったことを表す場合
に se retrouver が用いられている。
（11）a. Dans cette activité en forte croissance, les dirigeants n’avaient eu
jusqu’alors à gérer que des problèmes mineurs de reclassement. Ils se
sont tout à coup retrouvés confrontés à une crise grave à laquelle ils
n’étaient pas préparés .（Le Monde, 21/1/2000）
b. A vingt ans, elle avait rencontré Vittorio Del Amico, un ouvrier du
bâtiment qui travaillait sur les chantiers du Lincoln Center. Il était beau
parleur et avait un sourire enjôleur. Au bout de quelques mois, elle
s’était retrouvée enceinte et ils avaient décidé de se marier. Mais au fil
du temps, Vittorio s’était révélé être un homme violent, infidèle et peu
responsable qui avait fini par quitter son foyer sans laisser d’adresse.
（MUSSO, G. 2004, Et après . . .）
c.（＝6）À vrai dire, Martial n’a aucun repère, c’est la première fois qu’il
se retrouve seul avec elle .（BUSSI, M. 2013, Ne lâche pas ma main）
以上のことから，X の真のあり方を認識する以前に，発話者はそれとは別
のあり方を思い描いていたことが読み取れる文脈で se retrouver が多く用いら
れていることが確認できた。このように，X の真のあり方とは異なるあり方
を思い描いていた発話者が X の真のあり方を認識したという経緯を踏まえ，
X のあり方を述べるため，従来の研究で指摘されるような，「気がついてみれ
ば～に来てしまっている，～になってしまっている」といった表現効果が生
じ，突発性を表す表現と親和性が高くなると考えられる。
最後に，否定文を考察する。実例を観察すると，Z は「X がいる可能性の高
い状況」であると発話者が判断していることがわかる。そうした Z に X がい
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ない（いなかった）ことを述べる場合に否定文で発話を構成する（7）。（12 a）
はツールドフランスの選手のインタビュー記事で，坂道で後輪がスリップした
にも関わらず，転倒を免れたことを語っている。スリップすれば転倒するとい
う発話者の判断は，そうした惨事をどうやって切り抜けることが出来たかわか
らない“Je ne sais pas encore comment . . .”や今期は好調子である“je suis
vraiment très fort cette saison”という発言から読み取ることができる。そして
（12 b）のようにパリの交通機関では，通常，通勤ラッシュ時に他の乗客と押
し合いになるものである。さらに，（12 c）のように期限付きの雇用契約では，
労働者は数ヶ月後には，当然，失業している状況に陥ることになる。
（12）a. Ce dernier virage était très dangereux, se souvenait-il. Lombardi a voulu
prendre la corde et il arrivait très vite. Il a freiné fort, moi aussi, et ma
roue arrière a chassé. Je ne sais pas encore comment je ne me suis pas
retrouvé à terre. Franchement, je crois que je suis vraiment très fort
cette saison.（L’Equipe, 9/9/2003）
b. Rares sont ces moments où, à l’heure de pointe, le matin, on ne se
retrouve pas compressé les uns contre les autres, dans les transports en
commun parisiens.（Le Parisien-Aujourd’hui en France, 21/7/2014）
c. Pour régler le déficit des Assedic, il faudrait supprimer les CDD et les
stages de plus de trois semaines, et imposer le CDI, quitte à faciliter les
démarches de licenciement, de sorte qu’un jeune diplômé ne se retrouve
pas au chômage systématiquement au bout de quelques mois.
（Libération, 21/12/2005）
このように，〈X se retrouver Z〉の Z は，「X が現実にいる場所や状況」ま
たは「X がいる可能性が高い状況」であると発話者が判断しているものであ
る。そして，X の真のあり方とは異なるものを思い描いていた発話者が X の
真のあり方を認識したという経緯を踏まえ，X が Z にいることを述べる場合
は se retrouver を用いると考えられる。
一方，X が Z にいることを客観的な報告として述べる場合は se trouver を
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用いる。
（13）a. A la suite d’un accident du travail, je me suis trouvé sans emploi, avec
seulement le RMI pour vivre.（Le Progrès, 10/4/2009）
b. Elle commence à faire du yoga avec Thiers Yoga, deux ans plus tard,
lorsqu’elle se trouve enceinte .（La Montagne, 28/4/2010）
c. Attilio Maggiuli a été agressé par deux hommes, dimanche 4 mai, alors
qu’il se trouvait seul dans l’établissement,（. . .）
（Le Monde, 6/5/2003）
おわりに
接頭辞 RE の本質的機能を解明する研究の一環として，本稿では，認知動詞
retrouver の発話操作を明らかにすることをめざした。〈X retrouver Y〉と〈X se
retrouver Z〉の形式の発話例を分析し，次の点を指摘した。
1）Y について
発話者は X が Y を見出す時点より前に，「元は見出された（ていた）もの」
や「本来見出されるもの」さらに「見出されるべきもの」として Y を構築し
ている。そして，そうした Y を X が見出すことを述べる場合に retrouver を
用いる。
2）Z について
発話者は Z を「X が現実にいる場所や状況」または「X がいる可能性が高
い場所や状況」として見ている。そして，当初 X の真のあり方とは異なるも
のを思い描いていた発話者が X の真のあり方を認識したという経緯を踏まえ，
X が Z にいることを述べる場合は se retrouver を用いる。
いずれの構文においても，発話者は認知対象である Y または Z を含んだ X
のあり方について何らかの価値付けを行っている。そうした認知対象を発話者
または X が認識するという発話操作を表す際に RE を動詞に付加すると考え
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られる。
この仮説を RE を含む他の認知動詞の考察を通し，補強・修正することを今
後の課題とする。
注
⑴ re, r, ré をまとめて RE と表記する。
⑵ ある対象や事態についての知識を取得すること，または知識を有していることを
表す動詞を「認知動詞」と呼ぶ。具体的には次のような動詞が挙げられる：
comprendre, connaître, constater, découvrir, entendre, ignorer, oublier, remarquer, saisir,
savoir, sentir, voir, s’apercevoir, se douter, etc.
⑶ 映画のシナリオ，演劇の脚本，小説，新聞記事を使用した。
⑷ 小説と新聞記事（Le Monde 2009−2010年，Le Point 1995−2002年，Libération 2004
−2005年）を使用した。
⑸ X は自身の現実のあり方を必ずしも認識している必要はないようだ。実際，X 自
身が気付いていないあり方にあることを発話者が捉えて述べる場合もある。次の
例は，王に無断でテレビ中継されていた夕食会の様子を述べたものである。王が
茶の間の笑いものになっていることを発話者は認識しているが，王は認識してい
ない。
Le dîner camoufle un plateau de télé, et sans le savoir, le roi se retrouve à faire le
clown sur les écrans de tout le pays .（Le Monde, 13/7/2009）
⑹ 実例を観察すると，Z が形容詞である場合，trouver の Z には assis, vivant などの
客観的事実を表す形容詞のほかに，étrange, bizarre などの主観的評価を表す形容
詞が用いられることが確認できた。一方，retrouver の Z は，assassiné, décédé,
mort, saint et sauf, vivant などの客観的事実を表す形容詞のみが認められた。
（i） John n’aimait pas Grand-mère. Il la trouvait bizarre.
（CAST, P. C. et CAST, K. 2007, La Maison de la nuit 1）
（ii） Le lendemain matin, lorsque je retournai chez mon ami, je le trouvai assis à son
bureau.（CHRISTIE, A. 1950, Témoin muet）
（iii） Il était une heure et quart lorsque je la retrouvai assise seule à une table, avalant
un yaourt et un ravier de salade de fruits en boite.
（CORNWELL, P. 1994, Kay Scarpetta 5）
また，上の例の Z は目的補語の属詞（attribut de l’objet）として機能している。
従来，目的補語の属詞は，属詞の省略によって文全体の解釈に影響を与えるか否
かに応じて，任意的なものと義務的なものに分類されてきた。trouver は両タイプ
の属詞を従えることのできる動詞とされ，一方，retrouver に関しては，任意的な
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属詞をとる動詞の例として挙げられることがある。こうした trouver と retrouver
が従える形容詞の意味的特徴や統語的差違の要因についての分析・考察は今後の
課題とする。
⑺ 他の例として，X が Z に居合わせたことの偶然性を否定する例が認められた。X
が Z にいることの事実性を前提としていることは変わらない。
（i）Le jeune homme ne s’est pas retrouvé dans un garage par hasard. «Mon père est
mécanicien à Neuvy, j’ai grandi dans le milieu automobile » , raconte le jeune
homme. «Je n’étais pas douépour les études. Ce n’était pas du tout mon truc. Au
collège, on m’a orientévers un apprentissage.»（Lejdc.fr, 26/4/2013）
さらに，以下の例は，修辞疑問文である。X が Z（ワインリストを前に困惑する
状態）にあることをありがちなこととして述べている。
（ii）Qui, au restaurant, ne s’est pas retrouvé dans l’embarras face à une carte des
vins?（Midi Libre, 18/12/2012）
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